
 平 成 ２ ６ 年 度  第 １ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ａ Ｉ 第 三 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 

  問 題 番号 ご と の解答数  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ J －  1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ― J －  7 ～ 10

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― J － 11 ～ 14

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１J９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

3333333

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6 Ｍ

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 
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Ｊ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ１ に流れる電流は、 (ア) アンペアである。ただし、

電池Ｅの内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、 (イ) オームである。

(５点)

① １２ ② １８ ③ ２２

(３) 静電容量Ｃファラドのコンデンサに大きさＶボルトの直流電圧が加えられているとき、この

コンデンサに蓄えられている静電エネルギーは、 (ウ) ジュールである。 (５点)

１ １① ＣＶ ② ＣＶ２ ③ Ｃ２Ｖ ④ ２Ｃ２Ｖ２
２ ２

(４) 交流回路における皮相電力は、有効電力と無効電力のそれぞれの２乗の和の平方根に等しく、

その単位は、 (エ) である。 (５点)

① バール ② ワット ③ ボルトアンペア

図２

ａ ｂ

＝２８ ΩＸＬ ＝１６ ΩＸＣ

図１

Ｒ１ ＝１２

Ｒ２ ＝６

Ｒ３ ＝８

Ｒ４ ＝２４

Ｅ＝６０

Ω Ω

Ω Ω

Ｖ
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Ｊ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ｐ形半導体のキャリアについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ア) である。

(４点)

① 正孔の数が自由電子の数より多い。

② 自由電子の数が正孔の数より多い。

③ 正孔の数と自由電子の数は同数である。

(２) 図１に示す波形の入力電圧ＶＩを (イ) に示す回路に加えると、出力電圧ＶＯは、図２

に示すような波形となる。ただし、ダイオードは理想的な特性を持ち、|Ｖ|＞|Ｅ|とする。

(４点)

図１ 図２

(３) 半導体の電気抵抗は半導体の温度が上昇すると、一般に、 (ウ) 。 (４点)

① 増大する ② 変化しない ③ 減少する

(４) トランジスタ回路において、一般に、負荷抵抗に生じた出力をコンデンサを介して次段へ伝

えることにより増幅度を上げていく回路は、 (エ) 増幅回路といわれる。 (４点)

① 直接結合 ② 帰 還 ③ ＣＲ結合

(５) トランジスタ回路において、ベース電流が３０マイクロアンペア、コレクタ電流が２.７１

ミリアンペア流れているとき、エミッタ電流は、 (オ) ミリアンペアとなる。 (４点)

① ２.６８ ② ２.７４ ③ ２.８０

Ｖ

Ｖ

０ ｔ

Ｅ

－

ＩＶ

Ｅ－

ＶＯ

ｔ

Ｖ

Ｖ

０

Ｅ

Ｅ

－

－

①
Ｒ

Ｅ
ＩＶ ＶＯ ④ ＶＩ

Ｒ

Ｅ

ＶＯ③
Ｒ

Ｅ
ＶＩ ＶＯ② ＶＩ

Ｒ

Ｅ
ＶＯ
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Ｊ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

図１、図２及び図３のうち、塗りつぶした部分を示す論理式がＡ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃと表すこと

ができるベン図は、 (ア) である。 (５点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３

図１ 図２ 図３

(２) 表に示す２進数の Ｘ１、Ｘ２ を用いて、計算式(加算) Ｘ０ ＝ Ｘ１＋Ｘ２ からＸ０を求め２進

数で表記した後、１０進数に変換すると、 (イ) になる。 (５点)

① ３８９ ② ４７９ ③ ８６８

２進数

Ｘ１ ＝ １１０００１１０１

Ｘ２ ＝ １１１０１０１１１

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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Ｊ－4

(３) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)

① ０ ② Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ･Ｃ

① ② ③ ④

入力ｂ
入力ａ

出力ｃＭ
a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力
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Ｊ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図において、電気通信回線への入力電力が１６ミリワット、増幅器の利得が１１デシベルの

とき、電力計の読みは１.６ミリワットとなった。このとき、電気通信回線の伝送損失は１キロ

メートル当たり (ア) デシベルである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合して

いるものとする。 (５点)

① ０.６ ② ０.８ ③ １

(２) 同軸ケーブルの漏話は、導電結合により生ずるが、一般に、その大きさは、通常の伝送周波

数帯域において、伝送される信号の周波数が低くなると (イ) 。 (５点)

① ゼロとなる ② 小さくなる ③ 大きくなる

(３) 特性インピーダンスの異なる伝送ケーブルを接続して音声周波数帯域の信号を伝送するとき、

その接続点における電圧、電流には、 (ウ) 現象が生ずる。 (５点)

① 放 射 ② 反 射 ③ 共 振

(４) 信号電力を１０ワット、雑音電力を１ワットとすると、信号電力対雑音電力比は、 (エ)

デシべルである。 (５点)

① －２０ ② －１０ ③ １０ ④ ２０

電気通信回線

２７ kｍ

電気通信回線

８ kｍ
増
幅
器

発振器 電力計Ｗ
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Ｊ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ変調方式の一つである位相変調では、搬送波の位相を入力信号の (ア) に応じ

て変化させている。 (４点)

① 振 幅 ② ジッタ ③ 周波数

(２) ＰＣＭ方式における特有の雑音に、アナログ信号の連続量を離散的な値の信号に変換する際

に生ずる (イ) 雑音がある。 (４点)

① 白 色 ② ショット ③ 量子化

(３) 光ファイバが有する広帯域性を利用することにより、１本の光ファイバに波長の異なる複数

の光信号を多重化する方式は、一般に、 (ウ) といわれる。 (４点)

① ＷＤＭ ② ＴＤＤ ③ ＴＤＭ

(４) 通信の品質劣化要因などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 電話回線において、送信側からの通話電流が受信端で反射し、時間的に遅れて送信端に戻

ることにより、通話に妨害を与える現象は、鳴音といわれる。

Ｂ ２線／４線変換の構成を有するアナログ方式の電話回線においては、端末から送出する信

号電力が過大であると、４線構成部分で発振状態となり、ほかの電気通信回線に対する漏話、

雑音などの原因となる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) デジタル伝送路における符号誤りの評価尺度の一つである (オ) は、１秒ごとに符号誤りの

発生の有無を測定し、符号誤りの発生した秒の延べ時間(秒)が、稼働時間に占める割合を百分

率で表したものである。 (４点)

① ％ＳＥＳ ② ％ＥＳ ③ ＢＥＲ
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Ｊ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 端末設備と電気通信事業者の交換機との間で用いられる加入者線信号方式において、発信端

末から交換機へ送信する加入者線信号としては、 (ア) などがある。 (５点)

① 発信音 ② 呼出音 ③ 発呼信号 ④ 呼出信号

(２) 図に示すメモリダイヤル電話機の回路構成において、図中のＤは、着信側が応答したことを

発信側で検出するための機能を持ち、 (イ) 回路といわれる。 (５点)

① 通 話 ② 極性検知 ③ トーンリンガ

(３) １.９ギガヘルツ帯の周波数を用いた時分割多元接続方式による広帯域デジタルコードレス

電話は、 (ウ) 方式を参考に規格化されたＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ１０１に準拠している。

(５点)

① Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ ② ＤＥＣＴ ③ ＰＨＳ

(４) 一般家庭用のファクシミリ機能付き電話機には、送受兼用卓上形ファクシミリ装置として、

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.２９に準拠した最大通信速度 (エ) キロビット／秒の変復調装置(モデム)

を搭載したものがある。 (５点)

① ９.６ ② １４.４ ③ ３３.６

(５) アナログ電話用の電気通信回線設備に接続されるデータ伝送用変復調装置には、全二重通信

を実現するため、伝送周波数の帯域を分割する方式や (オ) を用いる方式のものがある。

(５点)

① 位相差分 ② 振幅分割 ③ エコーキャンセラ

Ｂ

Ａ

スピーカ回路

電 源
回 路

ダイヤルＩＣ

ＰＢ
信号

ＤＰ出力
回 路

電気通信
回 線

ＤＰ信号

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｃ

ドライバ

ＣＰＵ ＲＡＭ

キー拡張用ＩＣ
Ｄ

スピーカ

ダイヤル
スイッチ

機 能
ボタン

ワンタッチ
ボタン

保留
回路
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Ｊ－8

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの参照構成において、ユーザ宅内装置と加入者線と

の間に位置し、レイヤ１を終端する機能群は、 (ア) といわれる。 (５点)

① ＮＴ１ ② ＮＴ２ ③ ＴＥ１ ④ ＴＥ２

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの機能群は、ＮＴ１、ＮＴ２、ＴＡ、ＴＥ１及び

ＴＥ２から構成され、 (イ) は、ＮＴ１の機能を有している。 (５点)

① アナログ電話機 ② 変復調装置 ③ デジタル回線終端装置

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１におけるフレームは、Ｂ及びＤチャネル

の情報ビットのほか、フレーム同期用ビット、制御用ビット、保守用ビットなどで構成されて

おり、フレーム周期は、 (ウ) マイクロ秒である。 (５点)

① １２５ ② １９２ ③ ２５０

(４) 図は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるＬＡＰＤのフレーム構成を示したも

のである。図中のＣフィールドは、 (エ) フィールドといわれ、最大２６０オクテットで

構成される。 (５点)

① 制 御 ② 情 報 ③ アドレス

フラグ Ａ Ｂ Ｃ フラグＦＣＳシーケンス フィールド フィールド フィールド シーケンス

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ３の (オ) メッセージでは、

回線交換かパケット交換かの指定を行っている。 (５点)

① 呼 出 ② 呼設定受付 ③ 呼設定

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本アクセスメタリック加入者線伝送方式に用いられるＤＳＵには、加入者線の線

路損失やブリッジタップによるエコーを補償するための (ア) が用いられている。(５点)

① 端末終端回路 ② 電力分離フィルタ ③ 等化器

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける端末アダプタには、一般に、アナログ電話

機などを接続するためのポートとして、 (イ) のアナログインタフェースが複数用意され

ている。 (５点)

① ８ピン・モジュラジャック ② ８ピン・モジュラプラグ

③ ６ピン・モジュラプラグ ④ ６ピン・モジュラジャック
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Ｊ－9

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける二つのＢチャネルを利用した端末アダプタ

の独自機能のうち、通話中に新たな着信があった場合、 (ウ) などにより通話中の相手を

保留して新たな着信に応答できる機能は、一般に、疑似キャッチホンといわれる。 (５点)

① 特番ダイヤル ② フッキング ③ 極性反転

(４) 英単語をパスワードとして使用している場合、そのパスワードは、 (エ) 攻撃により悪

意のある第三者に容易に探し当てられるおそれがある。 (５点)

① 辞 書 ② ＤｏＳ ③ バッファオーバフロー

(５) コンピュータネットワークに接続されたシステムに不正に侵入し、個人情報や機密情報を盗ん

だり、無断でプログラムやデータを書き換えたりする行為は、 (オ) といわれる。(５点)

① フィッシング ② クラッキング ③ トラッシング

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＪＩＳ Ｃ ０３０３：２０００構内電気設備の配線用図記号に規定されている、電話・情報

設備のうちの転換器の図記号は、 (ア) である。 (５点)

① ② ③

(２) 戸建て住宅における電話配線工事において、天井裏に屋内線を配線する場合、合成樹脂製で

可とう性があり、かつ、耐燃性(自己消火性)のある (イ) を配管し、屋内線をその管内に

通線する方法がある。 (５点)

① ＳＧＰ ② ＰＦ管 ③ ＣＤ管

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのポイント・ツー・ポイント構成において、配線

ケーブルの終端には、一般に、 (ウ) オーム±５パーセントの規格を満足する終端抵抗を

内蔵したモジュラジャックを取り付ける。 (５点)

① ５０ ② １００ ③ ６００

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのポイント・ツー・ポイント構成において、商用電

源が停止しても基本電話サービスを維持するため、一般に、ＤＳＵとＴＥ間のＴ線及びＲ線を

用いた (エ) の給電により、ＴＥへ給電する方法が採られている。 (５点)

① ファントムモード ② ノーマルモード ③ コモンモード
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(５) 図に示すＩＳＤＮ(基本インタフェース)回線の配線工事において、 (オ) した場合、ア

ナログ電話機による通話試験では、不具合が生ずる。ただし、既設設備そのものには不具合は

ないものとする。 (５点)

① 既設の保安器と既設のモジュラジャック式コンセントを利用

② 保安器とモジュラジャック式コンセントとの間に既設の屋内線を利用

③ アナログ電話機を新設のＤＳＵ内蔵型ＴＡのＳ／Ｔポートに接続

保安器

アナログ
電話機

ＤＳＵ内蔵
型ＴＡ引込線

モジュラ
ジャック式
コンセント

屋内線

ＩＳＤＮ
回線
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) 電気通信事業法又は電気通信事業法施行規則に規定する用語について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備及び

これと一体として設置される交換設備並びにこれらの附属設備をいう。

② 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する

機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であってデータ伝

送役務以外のものをいう。

③ 電気通信事業とは、電気通信設備を用いて他人の通信を媒介し、その他電気通信設

備を他人の通信の用に供することをいう。

(２) 電気通信事業法に規定する｢利用の公平｣及び｢基礎的電気通信役務の提供｣について述べた次

の二つの文章は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 電気通信事業者は、電気通信役務の提供について、不当な差別的取扱いをしてはならない。

Ｂ 基礎的電気通信役務を提供する電気通信事業者は、その多種、多様かつ高度なサービスの

提供を行わなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 自営電気通信設備とは、電気通信回線設備を設置する電気通信事業者以外の者が設置する

電気通信設備であって、 (ウ) 設備以外のものをいう。 (５点)

① 無 線 ② 端 末 ③ 交 換

(４) 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を (エ) するときは、工事担任者資格者証の交

付を受けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は実

地に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。(５点)

① 開 通 ② 設 置 ③ 接 続

(５) 電気通信事業法の規定により、電気通信事業者の電気通信回線設備と端末設備との接続の検

査に従事する者は、その身分を示す証明書を携帯し、 (オ) しなければならない。(５点)

① 利用者に通知 ② 関係人に提示 ③ 責任者に提出
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣、｢有線電気通信法｣、｢有線電気通信設備令｣又は

｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、そ

の番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の二つの文章

は、 (ア) 。 (５点)

Ａ ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以下であって、主としてイン

ターネットに接続するための回線に係るものに限る工事を行い、又は監督することができる。

また、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事のうち、総合デジタル通

信回線の数が基本インタフェースで１のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

Ｂ ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事のうち、

端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監督することが

できる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工事のうち、総合デジ

タル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに限る工事を行い、又は監督することが

できる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 技術基準適合認定を受けた端末機器には、その旨の表示が付されるが、 (イ) に接続さ

れる端末機器に表示される技術基準適合認定番号の最初の文字は、Ａである。 (５点)

① 専用通信回線設備 ② 総合デジタル通信用設備 ③ アナログ電話用設備

(３) 有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置し

ようとする者は、 (ウ) 、設備の設置の場所及び設備の概要を記載した書類を添えて、設

置の工事の開始の日の２週間前まで(工事を要しないときは、設置の日から２週間以内)に、そ

の旨を総務大臣に届け出なければならない。 (５点)

① 有線電気通信の方式の別 ② 有線電気通信役務の提供時期

③ 端末設備の接続の技術的条件

(４) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(エ) である。 (５点)

① ケーブルとは、光ファイバ並びに光ファイバ以外の絶縁物及び保護物で被覆されて

いる電線をいう。

② 絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている電線をいう。

③ 電線とは、有線電気通信を行うための導体(絶縁物又は保護物で被覆されている場合

は、これらの物を含む。)をいい、強電流電線に重畳される通信回線に係るものを含む。

(５) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において、アクセス管理者とは、電気通信回線に接

続している電子計算機(以下｢特定電子計算機｣という。)の利用(当該電気通信回線を通じて行う

ものに限る。)につき当該特定電子計算機の (オ) する者をいう。 (５点)

① 利用者を認証 ② 動作を管理 ③ 接続を許可
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を

接続する点において音声信号を入出力とするものをいう。

② 移動電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備との接

続において電波を使用するものをいう。

③ 選択信号とは、主として相手の端末設備を指定するために使用する信号をいう。

(２) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間に
きょう

おいて、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、０.２メガオーム以上であり、

３００ボルトを超え７５０ボルト以下の直流及び３００ボルトを超え６００ボルト以下の交

流の場合にあっては、０.４メガオーム以上である絶縁抵抗を有しなければならない。

Ｂ 端末設備を構成する一の部分と他の部分相互間において電波を使用する端末設備は、使用

する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するところによ

り判定を行い、空き状態である場合にのみ通信路を設定するものでなければならない。ただ

し、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事業用

電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。分界点における接続の方式は、端末設備

を (ウ) ごとに事業用電気通信設備から容易に切り離せるものでなければならない。(５点)

① 自営電気通信設備 ② 電気通信回線 ③ 配線設備

(４) 安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) である。 (５点)

① 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を容易に確認できる機

能を有しなければならない。

② 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生すること

を防止する機能を備えなければならない。

③ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる

発振状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満

たすものでなければならない。

(５) 直流回路とは、端末設備又は自営電気通信設備を接続する点において２線式の接続形式を有

するアナログ電話用設備に接続して電気通信事業者の (オ) の制御を行うための回路をいう。

(５点)

① 線路設備の接続及び開放 ② 伝送設備の起動及び停止

③ 交換設備の動作の開始及び終了
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) アナログ電話端末の｢発信の機能｣、｢直流回路の電気的条件等｣又は｢漏話減衰量｣について述

べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (５点)

① アナログ電話端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する

場合にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後３

分以内に直流回路を開くものでなければならない。

② 直流回路を閉じているときのアナログ電話端末のダイヤルパルスによる選択信号送

出時における直流回路の静電容量は、３マイクロファラドを超えるものでなければな

らない。

③ 複数の電気通信回線と接続されるアナログ電話端末の回線相互間の漏話減衰量は、

１,５００ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。

(２) アナログ電話端末の選択信号が押しボタンダイヤル信号である場合、高群周波数は、

(イ) までの範囲内の特定の四つの周波数で規定されている。 (５点)

① １,２００ヘルツから１,７００ヘルツ

② １,３００ヘルツから２,０００ヘルツ

③ １,５００ヘルツから２,５００ヘルツ

(３) 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路と大地の間の絶縁抵抗は、直流

(ウ) ボルト以上の一の電圧で測定した値で１メガオーム以上でなければならない。(５点)

① ２００ ② ３００ ③ ５００

(４) 移動電話端末の｢基本的機能｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (５点)

Ａ 応答を行う場合にあっては、応答を要求する信号を送出するものであること。

Ｂ 通信を終了する場合にあっては、チャネル(通話チャネル及び制御チャネルをいう。)を切

断する信号を送出するものであること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総合デジタル通信端末の｢基本的機能｣、｢発信の機能｣又は｢電気的条件等｣について述べた次

の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (５点)

① 発信又は応答を行う場合にあっては、呼設定用メッセージを送出するものであること。

② 自動再発信を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、

その回数は最初の発信から３分間に２回以内であること。この場合において、最初の

発信から３分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

③ 総合デジタル通信端末は、電気通信回線に対して音声周波以外の交流の電圧を加え

るものであってはならない。
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試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器、トランジスタなどの表記は、新図記号を用いています。 

      ［例］ 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(8)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

  
(9)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(10)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  

の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 

しておりません。 

 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号
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